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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
フットケアにおけるリスクマネージメントにおいて、器材管理も重要事項と思われます。
多くの対象者が居る施設では、フットケア器材の数を増やして対応する、または患者が固定されている透析施設などにおいては、患者専用器材を準備しておく、などの工夫も必要でしょう。
基本はスタンダードプリコーションに準じた器材管理を行うことが大事です。
爪切りや角質ケアで粘膜に接触することはないと思われますが、爪白癬などを想定すると中水準消毒レベルの器材管理が望ましいと思われます。
消毒液を使用する際は、錆の問題が出てきます。エタノールで拭き取るともありますが、拭き取り残しということも考えられるため、熱水処理が一番確実かと思われます。
ウオッシャーディスインフェクターまでの専門的な器材洗浄機器までは必要ないまでも、食器洗浄機などの導入は検討してもいいのかもしれません。
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